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シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
磐
田
市
　
会
長
　
田
中
　
恒
男

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
磐
田
市
　
会
長
　
田
中
　
恒
男

楽
し
く
て
集
い
支
え
合
お
う
を
合
言
葉
に

楽
し
く
て
集
い
支
え
合
お
う
を
合
言
葉
に

輝
今
！！

い
て
い
ま
す

い
て
い
ま
す

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
磐
田
市
は
、
現

在
９
地
区
84
単
位
ク
ラ
ブ
、
総
勢

４
２
５
３
名
の
会
員
が
所
属
し
、

「
誰
も
が
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
」を
目
指
し
て
日
々

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、会
員
の
減
少
が
課
題
と

な
る
中
、当
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
相

互
の
情
報
共
有
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
大
切
に
し
、組
織
的
な
運
営
を

通
じ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆

を
深
め
る
こ
と
に
注
力
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

活
動
の
主
軸
で
あ
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
や
輪
投
げ
大

会
な
ど
の
行
事
は
、
会
員
の
体
力

づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
笑
顔
で
交

流
で
き
る
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
運
営
面
で
は
、
５
つ
の
専

門
部
会
が
手
を
取
り
合
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
て
多

角
的
に
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。 

　

私
が
住
ん
で
い
る
富
士
見
町

は
、
約
１
９
０
０
世
帯
が
暮
ら
す

活
気
あ
る
町
で
す
。
高
齢
化
率
は

30
％
に
達
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

分
、
地
域
を
支
え
る
パ

ワ
ー
も
旺
盛
で
す
。
現

在
は
３
３
５
名
の
会
員

が
、
地
区
大
会
や
市
老

連
の
大
会
に
参
加
し
、

市
老
連
が
目
指
し
て
い

る
友
愛
・
奉
仕
活
動
に

も
進
ん
で
参
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
春
・
秋

に
は
バ
ス
旅
行
を
開
催
し
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
役
員
を
中
心
に
「
お
た
め

し
会
員
」
の
呼
び
か
け
も
積
極
的

に
行
い
、
新
し
い
仲
間
を
温
か
く

迎
え
入
れ
る
土
壌
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
そ
の
象
徴
が
、
約
40
名

が
所
属
す
る
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
で

す
。
３
月
末
の
発
表
会
で
は
、
28

名
の
会
員
が
自
慢
の
歌
声
を
披

露
。
約
60
名
の
観
衆
で
に
ぎ
わ
う

中
、
市
長
も
駆
け
つ
け
一
曲
披
露

す
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
、
会
場

は
最
高
潮
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
こ
の
盛
り
上
が
り
の
中
で
、

お
た
め
し
会
員
だ
っ
た
６
名
が
正

式
に
入
会
を
決
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
「
楽
し
く
集
い
、
支
え
合
お
う
」

を
合
言
葉
に
、
私
た
ち
は
こ
れ
か

ら
も
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
盛
り
上
げ
、

誰
も
が
輝
け
る
地
域
づ
く
り
に
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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ニュースポーツ体感会「太鼓の達人」

　

西
伊
豆
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
以
下
「
本
会
」
と
い
う
。）
は
、

伊
豆
半
島
西
海
岸
に
あ
る
西
伊
豆

町
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
西
伊
豆

町
は
人
口
が
６
５
０
０
人
あ
ま
り

の
小
さ
な
町
で
、
静
岡
県
内
で
最

も
高
齢
化
率
が
高
い
地
域
と
な
り

ま
す
。
本
会
の
会
員
数
は
令
和
８

年
４
月
１
日
現
在
で
６
０
０
人
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
比
較
し
ま
す
と

約
40
％
の
会
員
減
少
と
な
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
事
業
の
中

止
や
縮
小
は
、
本
会
の
運
営
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
一
時
は

役
員
の
選
任
す
ら
ま
ま
な
ら
ず
、

解
散
の
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
様
な
状
況
か
ら
、本
会
で
は

運
営
に
関
す
る
役
員
の
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
、限
ら
れ
た
事
業
で
は

会
員
が
楽
し
く
活
動
で
き
る
も
の

を
主
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
、屋
内
外
で
行
う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
（
モ
ル
ッ
ク
）
講
習
会
や
、ゲ
ー

ム
機
器
を
使
用
し
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
や
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
聞
い

て
最
初
は
戸
惑
う
参
加
者
も
い
ま

し
た
が
、
い
ざ
体
験
し
て
み
る
と

会
場
は
声
援
や
笑
い
声
で
活
気

に
あ
ふ
れ
、
開
催
時
間
が
足
り

な
い
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
参
加

さ
れ
た
方
々
か
ら
は
「
す
ぐ
に
モ

ル
ッ
ク
セ
ッ
ト
を
購
入
し
た
い
」

「
地
区
大
会
を
開
催
す
る
」
と
い

う
要
望
や
意
気
込
み
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
関
係
す
る
機
関
や

団
体
と
協
力
し
た
事
業
を
行
い
、

役
員
や
会
員
の
皆
様
が
社
会
参
加

や
健
康
づ
く
り
を
図
る
、
無
理
の

な
い
活
動
や
ク
ラ
ブ
運
営
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
伊
豆
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　

西
伊
豆
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
藤
井
　
惠

藤
井
　
惠

ク
ラ
ブ
を
維
持
す
る
事
業
に
つ
い
て

ク
ラ
ブ
を
維
持
す
る
事
業
に
つ
い
て

地 域 の
活 動

ニュースポーツ体感会「モルック」
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当
連
合
会
で
は
毎
年
二
月
の
理

事
会
に
お
い
て
、
理
事
・
役
員
を
対

象
に
し
た
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
講
演
内
容
は
、
担
当
部
で
あ
る

教
養
文
化
部
が
理
事
等
の
希
望
を
参

考
に
決
め
て
い
ま
す
。
希
望
が
多
い

の
は
、
特
殊
詐
欺
や
健
康
、
特
に
認

知
症
に
関
す
る
内
容
で
す
。

　

特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
は
、
騙
し

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
変
化
、
多
様
化

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
数

年
間
で
二
回
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
は
牧
之
原
警
察
署
の
取
締
り
の

専
門
家
で
あ
る
生
活
安
全
課
の
警

察
官
で
し
た
。
講
演
時
間
は
、
質

問
を
含
め
て
一
時
間
程
度
で
、
映

像
、
資
料
に
基
づ
き
わ
か
り
易
く

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
時
間
は
一
時
間
よ
り
も

短
い
と
物
足
り
な
さ
を
感
じ
、
長
い

と
特
に
高
齢
者
は
集
中
力
が
続
か
ず

飽
き
が
き
ま
す
。
講
演
方
法
に
つ
い

て
は
映
像
と
資
料
の
併
用
が
不
可
欠

で
す
。
聞
く
だ
け
だ
と
な
か
な
か
頭

に
入
り
ま
せ
ん
が
、
目
で
見
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
頭
に
し
っ
か
り
入
り
残

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

連
合
会
の
講
演
を
受
け
て
、
い

く
つ
か
の
単
位
ク
ラ
ブ
の
定
例
会

に
お
い
て
も
同
様
の
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。警
察
に
お
い
て
は
、

海
外
か
ら
の
電
話
に
よ
る
被
害
が

吉
田
町
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
連
合
会

吉
田
町
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
連
合
会

講
演
会
の
開
催
と
効
果

講
演
会
の
開
催
と
効
果

地 域 の
活 動

多
い
こ
と
か
ら
、
国
際
電
話
が
不

要
な
人
は
着
信
拒
否
の
手
続
き
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

新
聞
等
で
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ

れ
て
い
る
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

に
役
立
つ
と
と
も
に
定
例
会
の
出

席
者
が
増
え
る
結
果
と
も
な
り
ま

し
た
。

　

認
知
症
に
関
し
て
は
、
榛
原
総
合

病
院
の
看
護
師
が
講
演
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
内
容
は
、
認
知
症
に
な
ら

な
い
た
め
の
生
活
、
な
っ
た
場
合
進

行
を
遅
ら
せ
る
生
活
、
認
知
症
発
症

者
へ
の
対
応
が
主
な
も
の
で
し
た
。

単
位
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
い
く
つ
か

の
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

関
心
の
高
い
、
内
容
の
あ
る
講

演
会
の
開
催
は
、
定
例
会
へ
の
出

席
率
を
上
げ
、
会
員
の
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、
増
加
に
つ
な
が
る
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
い
ろ
い
ろ

な
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
が
、
私
が

所
属
し
て
い
る
レ
ク
ダ
ン
ス
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

私
は
、
浜
松
市
本
部
・
三
方
原

地
区
・
浜
北
の
三
箇
所
の
レ
ク
ダ

ン
ス
部
で
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
本
部
と
浜
北
を
指
導
し
て

く
だ
さ
る
小
池
先
生
は
「
楽
し
い
」

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。

　

元
気
の
出
る
曲
、楽
し
い
曲
、

少
し
ス
テ
ッ
プ
の
難
し
い
曲
、い
ろ

い
ろ
で
す
。み
ん
な
で
そ
ろ
っ
て
で

き
た
時
は
身
も
心
も
爽
快
で
す
。

　

レ
ク
ダ
ン
ス
は
認
知
症
予
防
と

フ
レ
イ
ル
改
善
が
目
的
で
で
き
た

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
の
略

称
で
す
。
体
を
動
か
し
仲
間
と
楽

し
く
た
わ
い
の
な
い
話
に
花
を
咲

か
せ
る
こ
と
も
認
知
症
予
防
の
大

切
な
要
素
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
三
方
原
地
区
の
レ
ク
ダ

ン
ス
部
は
30
名
の
部
員
が
お
り
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度

遊
び
に
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
一
会
員
と
し

て
、
レ
ク
ダ
ン
ス
に
限
ら
ず
活
動

を
通
し
て
健
康
維
持
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
常
々
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
一
人
で
も
多
く
の

仲
間
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
浜
松
市
　
常
任
理
事
　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
浜
松
市
　
常
任
理
事
　
坂
田
登
代
子

坂
田
登
代
子

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
員
増
員
活
動

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
員
増
員
活
動

地 域 の
活 動
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シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
通
信

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
輪
投
げ
大

会
を
令
和
７
年
12
月
12
日（
金
）に

焼
津
市
総
合
体
育
館
シ
ー
ガ
ル
ド
ー

ム
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
大
会
に
使
用
し
て
い
る

輪
投
げ
セ
ッ
ト
を
製
造
す
る
イ
ト
ー

キ
マ
ル
イ
工
業
株
式
会
社
が
新
潟
か

ら
訪
れ
て
、賞
品
と
し
て
輪
投
げ
１

セ
ッ
ト
を
提
供
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。 輪

投
げ
大
会

　令和８年度は 12 月４日（金）に焼津市総合体育館シーガルドームで開催します。
日頃の練習の成果を発揮して今年度も白熱した戦いが繰り広げられることを楽し

みにしています。たくさんの皆さまのご参加をお待ちしております！

草遊び、あやとり、パチン
コ、コマ回し……懐かしい
昭和の遊びが、この一冊で
わかる！　ご家庭のお子様
や、地域の子供達と一緒に
遊んでみませんか？

100冊限定！

伝承あそび
ハンドブックセレクト 100

「瀬戸の花嫁」や「いい日旅立
ち」など新たに 7 曲を追加、
「四季の歌」や「上を向いて歩
こう」など 10 曲の楽譜を掲
載しています。

〜 懐かしのあの歌この歌、
シニアクラブが編さんした歌集です 〜

なつかしの愛唱歌集
175曲を収録！

※各１冊税込 800 円（送料と手数
料はお客様負担にてお願いします）
※請求書を物品に同封しますので
届き次第お振込みください。

■問合わせ：シニアクラブ静岡県
☎054-254-5225

シニアクラブ静岡県で
好評発売中です。
懐かしさいっぱいの本です。
この機会にぜひ。

【団体戦】

順　位 市町名 チーム名 スコア

優　勝 浜松市 三新むつみ会 637

準優勝 磐田市 西堀友和会 625

第３位 浜松市 入野 610

第４位 磐田市 新貝いきいき会 554

第５位 焼津市 上小杉盛朗会 530

順　位 市町名 氏　名 スコア
優　勝 磐田市 内山　晃義 161
準優勝 御殿場市 磯野　勝美 151
第３位 浜松市 清水　悦子 140
第４位 富士宮市 橋口　　泉 135
第５位 藤枝市 望月　義博 133

特別賞 100位 浜松市 小池カズ子
特別賞 200位 小山町 岩田　春恵
特別賞最高齢 吉田町 長谷川勇次

【個人戦】
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私たちはシニアクラブ静岡県の活動を応援しています

令和8年使用
全国交通安全年間スローガン 親を見て　子供も止まる　赤信号

　

令
和
７
年
11
月
５
日（
水
）～
６

日（
木
）に
茨
城
県
水
戸
市
民
会
館

に
お
い
て
、
第
54
回
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
が
会
員
約
１
２
０
０
人

を
も
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、そ
の
式
典
の
中
で
全
老

連
会
長
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
の
受
賞
者
は
４
名
及
び
２

ク
ラ
ブ
の
方
々
で
す
。

全
老
連
会
長
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全国老人クラブ大会に出席した皆さん

商品名 一般価格（税込・送料込）
輪投げセットケース付き 18,700 円
　　　　〃　　　ケース無 15,900 円
台 12,000 円
輪（3色 9本セット）※ 5,300 円
吸音マット※ 5,900 円

※輪（３色セット）・吸音マットを複数ご購入の場合は、送料が変更になります。 ◆購入個数によって送料が変動します。

商品名 一般価格（税込・送料別）
輪（各色 1本）◆ 470円
収納ケース◆ 3,900 円
支柱（1本）◆ 540円
本体滑り止めゴム◆
（青い台のみ交換可能） 220円

割引価格で提供します （市町連合会経由でお申込ください）

輪投げ大会での使用用具

✿
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
表
彰

　

海
瀬　

常
明（
伊
豆
の
国
市
）

　

鎌
野　

公
種
（
裾
野
市
）

✿
優
良
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
河
津

✿
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

千
寿
会
（
浜
松
市
）

✿
女
性
リ
ー
ダ
ー
表
彰

　

榊
原　

卓
子
（
島
田
市
）

✿
若
手
リ
ー
ダ
ー
表
彰

　

平
瀬　

清
人
（
長
泉
町
）

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
の
今
後
、益
々

の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。
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ヘルメット　命のお守り　忘れずに

お問い合わせ

☎ 054-254-4311（代表）
〒 420-0853 静岡県静岡市葵区追手町 8 番 2 号

【JR 静岡駅（北口）から徒歩約 10 分】

今知りたい！教えて先生

静岡赤十字病院　皮膚科副部長
日本専門医機構認定皮膚科専門医

小
こ に し

西紀
の り こ

子医師
今回のテーマ今回のテーマ

帯帯
た い じ ょ う ほ う し んた い じ ょ う ほ う し ん

状 疱 疹状 疱 疹

帯状疱疹ってどんな病気ですか？原因はあるの？
　帯状疱疹は水痘・帯状疱疹ウイルスが原因です。そのウイルスに初めて感染したときは「水ぼう
そう」として発症しますが、その後ウイルスは体内の神経節というところに潜んでおり、それが加齢、
ストレス、過労などで免疫が低下すると、潜んでいたウイルスが再活性化して神経を伝わり、皮膚
に到達して発症します。具体的には顔から足まで全身の一部の左右どちらかにピリピリと刺す様な
痛みが数日続いたあと、水ぶくれが帯状に現れます。顔面の帯状疱疹では角膜炎や結膜炎、耳鳴り、
難聴、顔面神経麻痺を合併することもあります。また、厄介な後遺症として皮膚症状が治まっても
数ヶ月から数年後も痛みがつづく帯状疱疹後神経痛に移行することもあります。 

治療はどのように行いますか？
　抗ウイルス剤を投与します。内服と点滴薬があります。発症早期から治療開始することが重要で
す。他神経痛の痛みに応じて鎮痛薬も投与することがあります。 

予防はできますか？
　かなり強い痛みを伴うことが多く、帯状疱疹後神経痛になってしまうと日常生活に支障を伴うこ
とがあるため、特に高齢者では帯状疱疹をワクチンで発症や重症化を予防する選択肢があります。
　現在、帯状疱疹ワクチンには「生ワクチン」と「不活化ワクチン」の 2種類があります。それぞれ、
接種対象者や接種回数、費用に違いがありますので、ご自身の状況に合うワクチンをかかりつけ医
と相談の上、選択されると良いでしょう。

名称
（ワクチン製造メーカー）

乾燥弱毒生水痘ワクチン
ビケン（阪大微研）

乾燥組換え帯状疱疹ワクチン
シングリックス（GSK）

種類 生ワクチン 不活化ワクチン

対象 50 歳以上 50 歳以上　または　帯状疱疹に罹患する
リスクが高いと考えられる 18 歳以上の者

接種回数 1 回 2 回
費用 1 万円程度 4 万円程度（2 回で）

接種方法 皮下注射 筋肉注射
発症予防効果 69.80% 96.60%

持続性 5 年程度 9 年以上
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全国交通安全年間スローガン それいいね　夜道にきらり　反射材

ささみと夏野菜のささみと夏野菜の
ごま風味サラダごま風味サラダ

【作り方】
 ・【a】は合わせておく
１．鶏ささみ肉は筋を取る。湯（1L）を沸かし、塩小さじ 
　　1（分量外）を加え、鶏ささみ肉を入れて点火する。沸 
　　騰したら弱火にし、5 分ほどゆでる。
２．①の粗熱が取れたら、手でほぐす。
３．オクラは熱湯で 2 分ほどゆで、5 ㎜幅に切る。
４．きゅうりは 5 ㎜幅のいちょう切りにし、塩少 （々分量外） 
　　をふる。5 分ほどおき、水気をしぼる。
５．ミニトマトは 1 コを 4 つのくし切りにする。
６．ボウルに②・③・④・⑤・【a】を入れ、混ぜ合わせる。

健康レシピ健康レシピかんたんかんたん

おいしいおいしい

◉鶏ささみは高たんぱく・低脂質な食材です。
◉オクラのネバネバ成分には水溶性食物繊維 
　の一種であるペクチンが含まれており、腸 
　内環境を整えるほか、血糖値やコレステロ 
　ールの調整にも役立ちます。
◉トマトに含まれるリコピンには抗酸化作用 
　があり、紫外線による色素沈着を抑え、シ 
　ミやシワの予防といった美容面での効果も 
　期待できます。

〈管理栄養士からのポイント〉

【ａ】

ねりごま 大さじ 1

しょうゆ 大さじ 1/2

酢 大さじ 1/2

砂糖 小さじ 1

材料（2 人分）
鶏ささみ肉 2 本（100g）

オクラ 5 本（50g）

きゅうり 1/2 本（40g）

ミニトマト 5 コ（50g）

レシピ提供：静岡ガス　クッキングスタジオ　管理栄養士　長澤絢子

静岡ガス　料理教室・各種セミナー　受講生募集中！
　エネリアショールーム静岡では、気軽に参加できる料理教室や健康講座などを開講し
ています。シニア向け無料会員サービス「よりみちサークル」も会員募集中！
　詳細はお気軽にお問合せください。
静岡ガス エネリアショールーム静岡　TEL：054-285-0267（9:30 ～ 17:00　水曜定休）
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その隙間　すり抜けるさき　待つ危険

知っていますか？介護保険制度
　介護保険制度は、介護が必要になった方が、介護や機能訓練などのサービスを受けられる制
度で、40歳以上の方が被保険者として保険料を負担し、市町が保険者となって運営しています。
　今回は、介護（介護予防）サービス利用までの流れを説明します。

相談 地域包括支援センターや市区町の窓口で、相談します。

申請 市区町の担当窓口で申請します。

認定調査＋
主治医意見書

認定調査員が訪問し、心身の状況を調査します。また、主治医に心身の状況について
の意見書を作成してもらいます。
認定調査は、本人と本人の状態をよく知る家族が一緒に受けることを推奨します。

審査・判定 訪問調査の結果や主治医意見書をもとに「介護認定審査会」で、介護の必要性や程度
について審査を行います。

認定・通知 審査結果に基づき「非該当」「要支援１・２」「要介護１〜５」までの区分けについて
認定し、結果を通知します。

ケアプラン
作成

「要介護１〜５」の人はケアプランを、「要支援１・２」の人は介護予防ケアプランを
作成します。

サービス開始 ケアプランに基づいて在宅や施設でサービスが利用できます。

受けられるサービスの例
①在宅での生活を希望される方（主な在宅系サービス）

訪問介護（ホームヘルプ） 訪問介護 通所介護（デイサービス）
ホームヘルパーが家庭を訪問し、食
事、入浴、排せつなどの身体介護や調
理、洗濯などの生活援助を行います。
通院などを目的とした、乗車、降車
介助も利用できます。

医師の指示により看護師などが居宅
を訪問して、療養上の世話や診療の
補助等を行います。

通所介護施設で、食事、入浴などの
日常生活上の支援や、機能訓練を日
帰りで行います。

②施設等への入所を希望される方（主な入所系サービス）
介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）
介護老人保健施設
（老人保健施設）

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

常時介護が必要で居宅での生活が困
難な方が入所して、日常生活上の介
護が受けられます。

状態が安定している方が在宅復帰で
きるよう、リハビリテーションや日
常生活上の介護が受けられます。

認知症の方が共同生活をしながら、
食事、入浴、排せつ、機能訓練など
のサービスを受けられます。

生きがいと健康づくり
イメージキャラクター

「ちゃっぴー」
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私たちはシニアクラブ静岡県の活動を応援しています

令和8年使用
全国交通安全年間スローガン スマホより　周りを見渡し　防ぐ事故

１セキュリティを強化しました。
２各連合会のアイコンを設置しました。

各市町の事務局から直接、連合会や単位ク
ラブの活動報告が可能になりました。

３スマホ対応になりました。

１ 令和８年度会員加入に向けた実践行動
（１）達成目標
　　 Keep　会員５万人
　　 ～わたしのクラブ（の会員）は減りません。

（２）行動目標
　　 月に１度は、身近で呼び掛け

２ 各市町連合会及び会員の皆様への呼び掛け
（１）各市町連合会において、この宣言を会員 
　　 お一人お一人に周知すること

（２）この宣言と同様の「各市町の総会宣言」 
　　 等を採択すること

（３）採択した宣言に則り、会員加入促進運動 
　　 に積極的に取り組むこと

　「これ以上会員を減らさない」という強い
意志のもと、全ての会員と一丸になって精力
的に『会員加入促進に向けた実践行動』を進
めることを宣言しました。

令和７年度  第３回
シニアクラブ静岡県理事会 宣言ホームページをリニューアル

情報発信により、仲間の輪を広げよう
シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 県 の 新 た な 取 組

アンケート結果からアンケート結果から 「行ってみたい国」 「行ってみたい国」を教えて！を教えて！
　一番人気は「スイス」でした。理由はアルプスなどの美しい山岳風景や少女ハイジ
にあこがれて等がありました。続いて２位には「アメリカ」がランクイン。ハワイを挙
げている人が多くいました。大谷翔平を見たいっ ! という人も。３位は「イタリア」が
選ばれました。コロッセオを見たい、水の都に行きたいとのコメントが目立ちました。
　ゆっくりと海外を楽しむのは素敵ですね。

１位　スイス
２位　アメリカ
３位　イタリア

結果発表

自分たちの活動を
　　　　　積極的にアップしよう!!

【新ホームページの特徴】

QR コードからもアクセスできます。

URL は以前と同じです。
https://senior-club-shizuokaken.jp/
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車から　ぼくたちみえない　手をあげよう

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

文 

壇

評

俳
句

・
鯉
は
ね
る
音
が
手
元
に
水
ぬ
る
む

磐
田
市　

谷　
　

憲
一

・
カ
ー
ル
し
て
落
葉
の
集
ふ
車
庫
の
隅

浜
松
市
中
央
区　

中
村
ト
キ
コ

・
裸
木
を
泣
か
す
如
き
や
今
日
の
風

掛
川
市　

山
下　

良
子

★
新
秋
や
我
に
も
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
あ
り藤

枝
市　

冨
永　

孝
江

　

 

大
自
然
の
中
で
人
の
世
も
日
進
月
歩
で
あ
る
。
個
人
の

都
合
に
関
係
な
く
歳
月
は
流
れ
て
ゆ
く
の
で
充
実
し
た
生

活
を
維
持
す
る
に
は
そ
れ
な
り
に
社
会
に
適
応
す
る
努
力

が
必
要
。
即
ち
人
も
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ス
マ
ホ
、
ア
プ
リ
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
最
新
の
状
態

に
更
新
し
て
機
能
追
加
や
不
具
合
を
修
正
す
る
ご
と
く
。

現
代
感
覚
で
め
ぐ
り
く
る
季
節
へ
の
順
応
と
感
動
を
新
た

に
、
前
向
き
に
生
き
る
意
欲
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

★
石
段
を
登
り
来
る
声
山
笑
ふ浜

松
市
中
央
区　

鈴
木　

秀
子

　

 

春
は
受
験
や
花
見
な
ど
で
神
社
仏
閣
を
訪
れ
る
機
会
が

多
く
、
そ
の
場
所
は
殆
ど
山
麓
や
小
高
い
森
に
あ
り
山
門

か
ら
石
段
が
つ
づ
く
。
軽
い
ハ
イ
キ
ン
グ
を
兼
ね
た
参
拝

者
も
あ
り
屈
託
が
な
い
グ
ル
ー
プ
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ

の
人
達
の
声
は
喘
ぎ
な
が
ら
も
明
る
い
。
ま
さ
に
新
芽
の

萌
え
る
春
で
あ
る
。「
山
笑
う
」
は
春
の
季
語
。
ま
さ
に
春

の
芽
吹
き
は
じ
め
た
華
や
か
な
山
を
形
容
す
る
。

★
風
花
や
も
つ
と
お
喋
り
し
た
い
の
に伊

東
市　

落
合　

充
代

　

 

「
風
花
」は
冬
の
季
語
で
、初
冬
の
風
が
立
っ
て
雪
が
ち
ら

ち
ら
と
降
っ
た
り
、晴
天
に
ち
ら
つ
く
雪
の
こ
と
で
、寒
さ
の

中
で
風
情
を
感
じ
さ
せ
る
。句
意
に
臨
場
感
が
あ
っ
て
更
に
余

情
が
あ
る
。話
し
こ
と
ば
が
巧
み
に
導
入
さ
れ
、柔
ら
か
い
表

現
に「
風
花
」の
情
感
が
美
し
く
取
り
合
わ
せ
た
。
俳
句
で
は

一
般
に
敬
語
を
避
け
る
が
当
句
は
よ
く
溶
け
こ
ん
で
い
る
。

評評評

川
柳

★
じ
ゃ
あ
ま
た
ネ
転
ば
な
い
で
が
合
言
葉

御
殿
場
市　

横
山　

和
子

 　

気
を
付
け
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
一
寸
し
た
段
差
に
躓

い
て
し
ま
う
シ
ニ
ア
で
す
。
別
れ
際
の
「
合
言
葉
」
が
良

い
で
す
ね
。

★
デ
ジ
タ
ル
に
残
さ
れ
て
行
く
高
齢
者

浜
松
市
浜
名
区　

南
沢　

敬
子

 　

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
々
、
最
近
は
デ

ジ
タ
ル
化
し
て
高
齢
者
に
は
住
み
難
く
成
っ
て
来
ま
し
た
。

取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
少
し
勉
強
し
な
い
と
ね
。

★
ス
ク
ワ
ッ
ト
夜
中
の
ト
イ
レ
ゼ
ロ
に
す
る

静
岡
市
駿
河
区　

青
木　

博
子

 　

ス
ク
ワ
ッ
ト
は
血
液
や
老
廃
物
を
排
出
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
場
所
を
取
ら
な
い
し
手
軽
に
出
来
る
良
い
運
動
で

す
。
夜
中
の
ト
イ
レ
は
辛
い
で
す
か
ら
ス
ク
ワ
ッ
ト
頑
張

っ
て
下
さ
い
。

★
祝
日
の
街
に
国
旗
の
影
ま
ば
ら御

前
崎
市　

山
本
脩
太
郎

 　

昔
は
ど
の
家
も
祝
日
と
な
る
と
、
国
旗
掲
揚
し
た
も
の

だ
が
、
最
近
は
と
ん
と
見
掛
け
な
い
で
す
ね
。
日
本
の
良

き
伝
統
は
守
り
た
い
も
の
で
す
。

・
く
つ
ろ
い
で
送
る
余
生
の
有
難
さ

浜
松
市
浜
名
区　

南
沢　

敬
子

評 評評

↓

短
歌

★
柿
若
葉
き
ら
め
く
朝
の
窓
明
け
て
夢
の
続
き
を
風
に
乗 

　

せ
や
る

浜
松
市
中
央
区　
　

河
合　

和
子

　

よ
い
夢
を
見
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
明
る
さ
を
柿
若
葉

の
明
る
さ
に
繋
げ
ま
し
た
。
万
緑
の
燃
え
立
つ
こ
の
季
節
。

し
か
し
、
長
く
は
続
き
ま
せ
ん
。
夢
の
よ
う
な
華
や
か
さ
、

儚
さ
が
「
風
に
乗
せ
や
る
」
で
表
現
で
き
ま
し
た
。

★
子
の
声
と
綿
あ
め
の
香
を
風
に
の
せ
町
の
す
み
ま
で
祭 

　

り
過
ぎ
ゆ
く

藤
枝
市　

冨
永　

孝
江

 　

懐
か
し
い
祭
り
の
情
景
や
気
分
を
「
声
」
と
「
香
」
で

表
現
し
ま
し
た
。
或
い
は
記
憶
の
中
の
祭
り
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。「
町
の
す
み
ま
で
」
に
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
り
ま

す
。
神
輿
も
地
域
の
隅
々
ま
で
廻
る
と
言
い
ま
す
。

★
わ
れ
の
手
に
撒
き
て
拾
い
し
節
分
の
豆
を
片
手
に
亡
き 

　

子
と
話
す

湖
西
市　

伊
藤　

綾
子

　

家
族
で
賑
や
か
に
行
っ
た
節
分
の
豆
撒
き
も
今
は
一
人

で
行
い
、
撒
い
た
豆
を
一
人
で
拾
う
。
子
供
さ
ん
に
も
先

評評評
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評

・
控
え
目
に
コ
ー
ヒ
ー
値
上
げ
告
ぐ
店
主

袋
井
市　

杉
本　

昭
代

・
円
熟
に
入
る
と
芸
に
幅
が
出
き

磐
田
市　

西
尾　

美
義

・
柿
の
枝
に
百
舌
が
刺
し
た
か
干
し
蛙藤

枝
市　

岡
山　

義
朗

・
山
茶
花
と
椿
似
て
お
り
従
姉
妹
か
も

浜
松
市
浜
名
区　

豊
田
由
美
子

・
貰
う
な
ら
若
さ
を
あ
げ
る
な
ら
愛
を

静
岡
市
駿
河
区　

柴
田
ミ
チ
コ

↓

◇
選
者
の
先
生
の
ご
紹
介

　

短
歌　

柴し
ば
た
の
り
あ
き

田
典
昭
先
生

　
　
　
　
　
　
　
（
静
岡
県
歌
人
協
会
会
長
）

　

俳
句　

中な
か
が
わ
ま
さ
お

川
正
男
先
生

　
　
　
　
　
　
　
（
静
岡
県
俳
句
協
会
名
誉
会
長
）

　

川
柳　

佐さ

の

ゆ

り

こ

野
由
利
子
先
生

　
　
　
　
　
　
　
（
静
岡
市
川
柳
協
会
会
長
）　

◇ 送 付 先

応 募 方 法
◇「短歌・俳句・川柳」は、はがき 1 枚 3 句（首）以内
　  （部門名を明記してください）

◇ 締切は令和８年９月 30 日（水曜日）

キ
リ
ト
リ

〒420− 0856　静岡市葵区駿府町1-70

　シニアクラブ静岡県「応募」係

　☎054-254-5225

★
も
ど
か
し
き
各
駅
停
車
春
や
立
つ

駿
東
郡
長
泉
町　

西
村　

愛
子

　

 

節
分
の
翌
日
か
ら
立
春
で
気
温
は
ま
だ
低
い
が
、暦
の
上

で
は
春
に
な
る
。そ
し
て
こ
の
頃
か
ら
身
辺
が
せ
わ
し
く
な
り
、

入
学
、卒
業
、転
勤
、
農
事
な
ど
世
情
が
活
発
化
す
る
。
何
も

か
も
も
ど
か
し
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
、そ
の
春
の
気
分
の

一
面
を「
各
駅
停
車
」に
よ
っ
て
象
徴
的
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

春
愁
の
延
長
線
上
に
あ
る
情
趣
で
あ
ろ
う
か
。

・
焚
け
ば
な
お
想
い
侘
し
き
門
火
か
な

御
前
崎
市　

山
本
脩
太
郎

・
荒
磯
の
藻
屑
の
み
ど
り
春
近
し

三
島
市　

野
村　

生
子

立
た
れ
て
し
ま
っ
た
。
寂
し
い
情
景
で
す
が
、
作
者
は
こ

う
し
た
形
で
家
族
の
絆
を
思
い
起
こ
し
て
い
る
の
で
す
。

★
「
き
ん
た
ろ
う
」「
森
の
く
ま
さ
ん
」
プ
ー
さ
ん
も
熊
は 

　

み
ん
な
の
仲
良
し
だ
っ
た

富
士
宮
市　

佐
藤
八
州
子

　
「
ア
ー
バ
ン
ベ
ア
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
る
ほ
ど
、
昨
秋

は
熊
被
害
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。「
害
獣
」
の
扱
い
で
す
。

し
か
し
、
人
間
と
熊
と
距
離
は
も
っ
と
近
か
っ
た
筈
で
す
。

優
し
い
語
り
口
が
人
間
に
反
省
を
促
す
か
の
よ
う
で
す
。

•

バ
ス
停
の
待
合
室
は
無
く
な
り
て
水
仙
顔
だ
す
如
月
の
朝

御
殿
場
市　

成
澤
喜
久
代

•

よ
い
こ
ら
し
ょ
漬
物
石
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
幼
子
抱
き
あ
げ 

　

ほ
っ
ぺ
を
よ
せ
る

磐
田
市　

釜
谷　

陽
子

•

一
本
の
足
で
頑
張
る
山
鳩
が
夫
に
懐
い
て
餌
ね
だ
り
来
る

富
士
宮
市　

佐
野
多
恵
子

•

若
き
ら
と
話
し
が
で
き
る
職
場
な
れ
背
伸
び
屈
伸
出
勤
時
間

磐
田
市　

江
塚　

広
幸

•

富
士
山
の
見
え
る
ふ
る
里
な
つ
か
し
む
見
え
な
い
土
地 

   

に
と
つ
ぎ
し
頃
は

富
士
宮
市　

齋
藤
ま
つ
ゑ

•

長な
が
ね
ん年
の
楽が

っ
き器
に
ふ
れ
る
夢
か
な
い
す
ず
し
き
音ね

い
ろ色
オ
カ
リ 

  

ナ
の
し
ら
べ

浜
松
市
浜
名
区　

宇
津
野
久
子

評

※上記住所を切り取って宛先にご活用ください。
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合言葉　止まる待つ見る　守ろうよ

お問合せ・お申し込みは
ドリームトラベル株式会社  静岡県知事登録旅行業第 2-609 号
TEL:055-984-3100 FAX:055-984-3101

御殿場高原時之栖

会場：サッカーグラウンド

グラウンド・ゴルフ大会会

９月中旬開催予定
※詳細は６月に配布予定

※応募は１人１通で、上記部分をハガキに貼ってご応募
ください。
◇宛先は 13 ページ文壇の送付先と同じです。

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

シニアクラブ通信 175 号の答え

A CB D E

ハガキに答え（ＡＢＣ……の順に並べてできる言葉）を
下記のワク内に明記をしてください

会報誌及びシニアクラブへのご意見・ご要望。

「好きな映画」とその理由をお教えください。
下記アンケートにご協力ください

お 名 前

ご 住 所

〒

電 話 番 号

【協　賛】
東静岡・中央静岡・西静岡ヤクルト販売株式会社
株式会社ニチコミ

（注）正解者の中から抽選でヤクルト賞 3 名、ニチコミ賞 
　　2 名など 15 名に賞品をプレゼント。
 　　賞品の発送をもって当選発表といたします。

【タテ1】集団。たくさんの集まり。
【タテ２】往復。行ったり来たり。
【タテ3】一定の料金で、多種の料理を食べ放題に選ん 
　　　　 で食べる形式のもの。
【タテ5】胴から足が出るところ。ももとももの間。
【タテ6】日本古来の製法による手すきの紙。
【タテ7】木を割ったりするのに使う道具。

【ヨコ1】害がないこと。悪影響がないこと。
【ヨコ4】心を集中させて事に当たるときの勢い。
【ヨコ5】燃料用の割り木。たきぎ。
【ヨコ6】種子のまわりに白くて長い毛をつける植物。
【ヨコ7】スイッチが入っていること。
【ヨコ8】絵画などで色を付けるために塗る材料。

タテのカギ

ヨコのカギ

前回の答え：ナナクサガユ

◇締切は令和８年９月 30 日（水曜日）
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日
本
人
の
平
均
寿
命
が
男
女

と
も
に
八
十
路
の
域
に
達
し
た

現
在
、
次
の
目
標
は
百
寿
者
に

な
り
そ
う
で
あ
る
。

　

健
康
長
寿
は
お
め
で
た
い
と

は
い
え
、
百
寿
者
で
満
ち
溢
れ

る
社
会
は
異
様
に
映
る
。
現
在

に
満
足
し
て
更
な
る
夢
と
希
望

を
持
て
る
健
康
長
寿
な
ら
よ
い

が
、
人
に
よ
っ
て
は
無
理
な
注

文
に
な
り
か
ね
な
い
。
私
に
言

わ
せ
る
と
、
生
き
て
い
る
が

故
に
仕
方
な
く
訪
れ
る
百
歳

で
あ
り
、
百
寿
者
を
目
標
に

し
て
い
る
と
言
う
の
は
お
こ

が
ま
し
い
。

　

と
い
う
の
は
、
後
期
高
齢
者

に
な
る
と
慶
ば
し
い
存
在
と
し

て
評
価
さ
れ
る
人
が
あ
る
一
方

で
は
、
厄
介
者
に
扱
わ
れ
る
人

も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、

ど
う
す
れ
ば
厄
介
者
に
な
ら

ず
、
有
難
が
ら
れ
る
存
在
に
な

れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
最
近
、
哲

学
的
な
こ
の
課
題
が
頭
の
中
を

駆
け
巡
っ
て
い
る
の
は
認
知
症

の
始
ま
り
に
違
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
か
つ
て
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
言
葉
を
思
い
出
し

た
。
そ
れ
は
博
報
堂
が
紹
介
し

て
い
た
〝
金
時
持
ち
〟
と
言
う

言
葉
で
、
カ
ネ
と
時
間
を
持
ち

合
わ
せ
た
悠
々
自
適
の
人
達
を

さ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
昨
今

の
多
く
の
高
齢
者
は
、
少
な
い

年
金
で
は
生
活
で
き
な
い
。
時

間
は
あ
る
が
カ
ネ
に
余
力
が
な

い
生
活
環
境
で
は
な
く
、
い
く

つ
に
な
っ
て
も
い
く
ば
く
か
の

日
銭
を
稼
げ
る
金
時
持
ち
が
生

き
が
い
の
あ
る
幸
齢
者
で
は
な

か
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
家
族
に

も
社
会
に
も
よ
ろ
こ
ば
し
い
姿

と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
の
昨
今
で
は
、

働
く
意
欲
と
能
力
と
を
持
ち

あ
わ
せ
る
人
は
定
年
後
も
働
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
、
か
か
る
形

で
社
会
貢
献
で
き
る
と
、
個
人

的
に
も
家
庭
的
に
も
幸
せ
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
貧
乏
暇
な

し
を
楽
し
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
金
時
持
ち
で
あ
る
。
こ
れ
を

地
で
行
く
筆
者
は
、
ま
だ
も
う

少
し
お
酒
を
嗜
ん
で
社
会
貢
献

し
、
嫌
が
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
潔
く
終
生
の
在
宅
勤
務
者
に

転
じ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
貴

方
が
こ
れ
か
ら
、
八
十
路
を
楽

し
み
、
さ
ら
に
百
寿
者
を
志
向

さ
れ
る
な
ら
、
今
か
ら
余
生
を

ど
の
よ
う
な
金
時
持
ち
と
し
て

過
ご
し
た
い
か
を
考
え
て
お
き

た
い
で
す
ね
。

貧
乏
暇
な
し

貧
乏
暇
な
し

し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団 

理
事
長
　
佐
古 

伊
康
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発
行

所
／

シ
ニ

ア
ク

ラ
ブ

静
岡

県
［

一
般

財
団

法
人

静
岡

県
老

人
ク

ラ
ブ

連
合

会
］

〒
42

0-
08

56
静

岡
市

葵
区

駿
府

町
1

番
70

号
県

総
合

社
会

福
祉

会
館

内
／

TE
L 

05
4-

25
4-

52
25

／
発

行
人

  山
崎

好
信

／
編

集
人

 シ
ニ

ア
ク

ラ
ブ

通
信

編
集

委
員

会

　

霊
峰
富
士
の
麓
な
る
裾
野
市

須
山
に
鎮
座
し
ま
す
当
神
社
は
、

１
１
０
年
蝦
夷
討
伐
の
際
に
こ
の

地
を
訪
れ
た
日
本
武
尊
が
創
起

し
、
さ
ら
に
５
５
２
年
に
蘇
我
稲

目
が
再
興
し
た
と
社
伝
旧
記
に
記

さ
れ
、
富
士
山
を
御
神
体
と
し
て

仰
ぎ
奉
り
、
山
麓
に
浅
間
大
神
を

お
祀
り
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。武
将
の
崇
敬
も
篤
く
、

１
１
９
３
年
に
巻
狩
り
に
訪
れ
た

源
頼
朝
を
始
め
武
田
信
虎
、
勝

頼
、
今
川
家
代
々
の
必
勝
祈
願
参

り
や
、
徳
川
の
御
代
に
は
小
田
原

城
主
よ
り
幣
帛
が
納
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
富
士
山
須
山

口
登
山
道
の
起
点
と
し
て
多
く

の
登
山
者
の
参
詣
が
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
そ
の
歴

史
は
度
重
な
る
噴

火
や
時
代
の
波
に

よ
り
幻
の
登
山
道

と
な
る
こ
と
も
多

く
、
衰
退
復
活
を

繰
り
返
し
年と

し
あ
ま
ね普
き
、

１
９
９
６
年
に
神

秘
の
森
を
通
る
南

口
登
山
歩
道
と
し

新しい静岡を発見 !!

行行ってって
みたいみたい

今

ぶらり散歩と
長い歴史に
ふれる旅

富
士
山
の
麓
に
佇
む
歴
史
あ
る
神
社

「
須
山
浅
間
神
社
」（
裾
野
市
）

て
復
活
し
て
い
ま
す
。
長
年
の
経

緯
よ
り
２
０
１
３
年
に
富
士
山
信

仰
の
対
象
と
し
て
富
士
山
世
界
文

化
遺
産
の
構
成
資
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

　

境
内
に
は
樹
齢
五
百
年
か
ら

四
百
年
有
余
の
杉
の
大
木
が
鬱

蒼
と
し
て
幽
邃
を
深
め
、
厳
か

な
中
に
佇
む
現
在
の
本
殿
は

１
８
２
３
年
に
再
建
さ
れ
、
拝
殿

は
２
０
１
３
年
に
改
修
さ
れ
て
い

ま
す
。
以
前
の
御
宮
（
１
６
１
１

年
建
立
）は
古
宮
と
し
て
現
存
し
、

貴
重
な
社
に
参
拝
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　

月
替
わ
り
の
御
朱
印
や
、
寛
保

２
年
建
立
の
猪
目
（
ハ
ー
ト
）
模

様
の
小
窓
が
あ
る
灯
篭
な
ど
が
人

気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
拝
の
際

に
は
、
是
非
探
し
て
覗
い
て
み
て

下
さ
い
。

（
参
拝
自
由
で
す
が
、
社
務
所
は

不
定
休
で
す
）

住所：静岡県裾野市須山 722
TEL：080-1617-1865
駐車場：10 台


